







プラ ーナーヤー マとクンダリニー ヨ ーガ
―シュリ ー クラ派における儀礼解釈の二つの位相
井 田 克 征
0. 序 論









しかしこうした理論と実践との麒顧は， 本稿で扱うシュリ ー クラ派において
























































のテキストである。 まずは外的儀礼を取り扱うNifya:fo{jasikiir,:iava (NSA, 9世
紀後半）とTantrariijatantra (TR, 14-15世紀），そして内的儀礼を主題とする











1 . プラ ー ナ ー ヤ ー マ










TRの27章に， このプラ ー ナ ー ヤ ー マの手順が述べられている。 この箇所は
八支ヨ ー ガ 5)に関する記述の一部分であり， 本稿の主題である日常儀礼の中で
のプラー ナ ーヤ ーマとは文脈を異にするが，基本的な所作はほとんど変わらな
いのでここで参照しておこう。
vamena 頑sarandhrel}.a p面ayedam直mana/
smarann ambu marut pasc五ddak�il}.e頑pasarayet// 67 // 
e varp. susadhite pasc五ddv豆tri祁皿matra預haret/ 
dharayet tac ca叫�a�悼recayet tat turI yata];i // 6 8 // 
「左の鼻孔を通じて， ［息を］満たすべきである。 甘露からなるもの
として水［の種子］を想起して 6) ' それから右［の鼻孔］を通じて，
息が吐き出されるべきである。 このようによく訓練したなら， それか
ら32マー トラの間， 吸うべきである。 それ（息）を64 [マー トラの間］
保持するべきである。 それ （息）を四分の一 (16マー トラ）で吐くべ
4) Kane [1977] p.1436 ; Einoo [2002]参照。
5) TR 27. 54以下参照。 そこでは，yam.a, niyama, asana, pr寧沖na, pra堺血a, 曲血1_1.a,
dh蜘a, samadhiという典型的な八支ヨ ー ガが述べられている。
6) プラー ナーヤーマはしばしば粗大元素の種子マントラの瞑想を伴なう。 特に多く見
られる例は風・水・火の三つの種子を用いるものである。
cakr皿jarp. samabhyarcya tat曲samp血avidya酒/ yajet puratray皿bha屯ya bijatrayasamanvitam //
so�a寧plavaqi kfh項V互yvagnisalil甜�arail). / p面面源matrayaqi kuryat smaran vid煩m虹曲
punal). // (SU 17-18)
この種の瞑想はJA 2. 31cd--33 ; KA 15. 37-39など多くのテキストの中に見出される。
'これに対して五つの粗大元素の種子マントラを用いる例はDevlbhiigavatapurii�a
11. 8. 1-21に見出される。 そしてこれらの種子マントラと粗大元素の対応関係は，
以下のとおりである：地(laqi), 水(vaqi), 火(raqi)' 風(y皿1)' 空(h叩1)。
本文のように水の種子のみの言及例は，シュリ ー クラ派において他には見出すこと
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きである。(TR 27. 67-68)」
プラーナーヤーマは， 身体内の脈管(n豆�I)や体内を巡回する風の概念と密接
に関係している］中でも重要なのは， スシュムナ ー ・イダー ・ピンガラーと呼







う。 2) クンバカ：その息を中央のスシュムナー管において保持する。 3) レー
チャカ：ピンガラー管を通じて右の鼻孔から息を吐く。この三つのステップに
は時間がそれぞれに規定されることも多いが， それはテキスト毎に大きく異
なっている。 TRではそれぞれ32, 64, 16マートラが割り当てられている。
そしてこの実践の程度に応じて， 実践者には三つのしるしがあらわれるとい
う。 それは低い方から順に， 1) 発汗， 2) 振動， 3) 浮遊である 8) 0 
p両麟mas tridha prokほ
9 > uttamadhamamadhyamal,i /
l豆ghavo bhutalatyaga uttame cittanirvrtil,i // 64 //
sarvange svedasa�vrddhir adhame madhyame tat証／
7) TRは主要な脈管として以下の14を挙げる： su�umna, alambu� 互， kuhU, visvoda点， vari呻，
hastijihv豆， ya sasvini, i<;la, pin.gal豆， g豆ndhari, pu�a, satikha, payasvini, sarasvati (TR 
27. 25-40)。 そして体内の風は以下の10を数える： p面1,1a, apana, sam血a, udana, vy血a,
n aga, kurma, 虹kara, devadatta, dhanai'ijana (TR 27. 48)。 これらに関してはGupta
[1979] p.168 も参照。
8) kram豆d abhyasa呻 P皿so dehe svedodgamo'adhamal}. // madhyam曲 kampasarµyukto
bh血i虚匹 paro matal}. / uttamasya 即頑vaptir 預vac c虹lanam i�yate // (ST 25. 21-22)
9) Avalonによる底本にはproktaとされている。
(115)
sarvatigakampanarp. proktam abhy: 豆s豆t kalasarp.yu面t II 65 II 
「最高•最低 ・ 中位という三種のプラーナーヤー マが言われる。 実習
の時間に応じて， 最高の［プラ ーナー ヤ ーマの］場合には［ 身体の］
軽さ， 地表から離れること， 心の満足が生じる。 低位の［プラーナー
ヤ ー マの］場合には， 全身に汗をかく。 中位の［プラー ナ ー ヤ ー マ
の］場合に は， 全ての肢体 の振動が 生じ る と 言 わ れ る。(TR
27. 64-65)」
さらに多くのテキストにおいてプラーナーヤ ーマは， マントラのジャパや瞑
想 (dhyana) を伴うかどうかに応じて， ジャパを伴うもの (sajapa) ・ジャパを伴





1. 2. 日常儀礼におけるプラ ー ナ ー ヤ ー マ
上で述べたようなプラーナーヤ ーマは，実際のところ，この派に特有のものと
いう訳ではなくて，インドにおいて極めて一般的な実践に過ぎない。この派の日




10) japadh蜘血V迪garbhal)- sagarbhas tadviparya頂t / agarbhad garbhasatp.yuktal)- p面面預m曲
satadhikal)- //「japaとdh預naを欠いたものが実りないもの (agarbha) である。 その反対
が実りあるもの (sagarbha) である。 agarbhaよりもgarbhaを備えたプラ ーナーヤーマの
方が百倍優れている (KA 15. 40) 。」このような区分は広く知られるところであり，
そのシャ ー クタにおける例として他にST 25. 20-2labなどが挙げられよう。 その他，
Einoo [2002] p.33 ; Kane [1977] pp.1442-43 も参照。
(116) 
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ある。 それは， 道具や供物の準備， 浄化儀礼などの予備的な儀礼を行なった後
に， 女神を勧請して供養し， 退出させるという流れからなっている叫そして
プラーナーヤーマは， 浄化儀礼の一番最初に行なわれるのが普通である。 実践




叫hare hrdaye randhre vid預khal).c,latrayarp. srnaret / 
lohitarp. tatprabhavedhal lohitarp. ca nijarp. vapul). // 32 // 
p面疸y恥marµvidh麟tha …… . . I 
「ムーラーダーラ・フリダヤ・ブラフマランドラ14)において， 赤い， 三
11) Gupta [1979] p.135では日常儀礼を浄化， 障害からの防御， 供養の三つに区分され
ている。 この儀礼の概略について， 井田 [2003] p.21 n.11参照。
12) TRではプラー ナー ヤーマの次に， 三種のニャーサが行なわれるべきであると述べて
いる。 それは1)手の浄化 (kara細ddhi), 2) 座のニャーサ（臨sananyasa), 3) 六肢
体のニャーサ (�a<;iangan頂sa) である。 これらのニャーサで用いるマントラについて




ならない。 そして次の2)座のニャーサは， a)実践者， b)シュリ ーチャクラ， c) 
マントラ， d) 神格という四つの座を対象とする。 このニャーサに関する記述はTR
と同様のものがNSAll.27やSU 22に見出される。 これに対して， 上記の四つに供物
を加えた五つの座が説かれる例(KA 6. 16-20) や， 水壷と水を加えた六つの座が説か




tato devyal) prasadena svatmanarp tatsamarp smaret/ nyasatrayarp vidhayatha devyat血
viharet sukhV/ (TR 5. 5) このTRではプラー ナー ヤー マにもまたそうした自己と神格の
一体化という意味合いが与えられている。 注17参照。
14) この第三のチャクラに関しては， テキストによって見解が分かれている。 TRではこ
のように頭頂部のブラフマランドラを述べるが， YHなどいくつかのテキストにお







のスシュムナー管上に存在する， エネルギーの結節点である。 ムーラー ダ ーラ












15)六つのチャクラの体系において， このム ー ラーダー ラはヨ ーニを象徴するという。
現に， このチャクラはしばしばそのように呼ばれている。それは例えば注25に示し
たNSA4. 42などに見出される。Heilijgers-Seelen [1990] p.380参照。
16)細cil;i svena yutas tv adyo rasavahnisamanvital;i / p面l).O dvifiyal;i svayuto vana虹cchaktibhil;i
paral;i // itirita tryak�ari s源n ni堺sau kulasundari / yasyal;i smar皿amatrel).a sarvajnatvarp.
prajayate// (TR 3. 51-52)
NSA 1. lOOcd-102にも同種の記述あり。
17)この赤という色は， 最高女神トリプラスンダリーの身体の色として想起される。
lohi面rµlaliti面p. bal).acapap邸asrl).il;l karail;i / da血narµ畑m血j血ke yan triほrµmudi痴
smaret// (TR 4. 62)
そして根本ヴィディウヤーはこの最高女神の微細なる身体であると理解されるため，





dhyatva puratrayarp. devi bijatrayasamanvitam / 
sarvadyavidyay: 恥 devi kara如ddhirp. tu証rayet II 126 II 
「おお女神よ。 三つの種子を備えた三つの都市（チャクラ）を瞑想し
て（プラーナ ーヤ ー マを行なって）， おお女神よ。 全ての中の最初の
ヴィデイヤーで， 彼は手の浄化を行なうべきである。 (N$A 1. 126) 」
これらの儀礼で述べられる三つのチャクラは， 一般的にはクンダリニー ヨ ー
ガと関連する六つのチャクラの一部として言及されることが多い。 しかしこの





nity: 五nityodite mUl菰haramadhye'stip五vaka}:i / 
save領rp.p両i頑rp. tadvad血daye ca prabhakara}:i // 51 // 
m面dhani brahmarandhradh函 candramas ca vyavasthita}:i / 
tattrayatmakam eva sy互d adya ni序t trikhal).<;lakam // 5 2 // 
「ニテイヤーというニテイヤー女神［の章 (=16章）］において述べら




raktagandhambara]:i sragvI raktabhU�adibhU�ital;i/ prasannace呻karp面avasi面S煩varimgavan // 
(TR5.19) 








三極化と， それらの宇宙の三祭火（火 ・ 太陽 ・月）との対応性は， 我々にこれ
とよく似たもう一つの対応関係を連想させる。 それは三つの脈管イダー ・ピン
ガラー ・スシュムナーと， 月 ・太陽・火との対応性である18)。 この広く知られた
観念がシュリークラ派のプラーナーヤーマにおける三つのチャクラの底流にあ
ると推測することは決して不自然ではないだろう。











18)吸気と呼気を運ぶとされるイダー とピンガラ ーは， しばしば月と太陽に対応付けら
れる。 そしてエリアーデに寄れば， タントリズムにおいては， この両者の合ーによ
る至福の獲得というシンボリズムがしばしば見出されるという。 そしてこうしたシ
ンボリズムは人間存在の宇宙化と， 相反するものの合ーによる宇宙の超越という観









yadollasati srngatapith五t kutilarupii;ii // 12 // 
sivarkamai;i4alarµ bhitva dr五vayantindumai;i4alam / 
tad udbhav豆mrtasyandaparam豆nandanandi面// 13 // 
kulayo�it kularµ tyaktva pararµ puru�am eti sa / 
riirlak�ai;iarµ nirgui;iarµ ca kularupavivarj itam // 14 // 
tata]:_i svacchandarup豆 tu paribhramya jagat puna]:_i / 
tena c五rena sarµtu�t豆 punar e畑kini sati // 15 // 
ramate svayam avyakほtripu面vyaktim aga面／
「曲がった姿をしたもの（クラクンダリニー）が， ［ムーラーダーラ
チャクラの中央の］三角の場所から， 輝き出て， シヴァ［の輪 （ムー
ラーダーラ）］と， 太陽の輪（フリダヤチャクラ）を貫通して， 月の輪
（アー ジュニャー チャクラ）に融ける， その時創造の甘露が流れ，
最高の喜びが喜ばれる。 よい家柄の女性（クラクンダリニー）は， 家
を捨てて， 彼女は， 特徴のない， 無属性な， 家庭や姿を捨てた最高の
男（アクラクンダリニー）のところに行く。 そしてそれから， 自らの
望みどおりの姿を持った， 満足した者は， 再び世界をさまよい， その
道を通って， 再び一人になって， 自分自身で喜ぶ。 未顕現のトリプ
ラー女神は顕現に至る。(NSA 4. 12cd-16ab) 」
19) randhre bhale tathaj韮預qi gale加di tatha nyaset/頑bh豆V菰悼rake padadvaye mulagra畑vadhi//
(TR 4. 21)
20) Kane [1972] pp.l 061-62 ; Silburn [1988]参照。
(121) 
12 
このように， クンダリニー ヨー ガにおいてもまた三つのチャクラが火・太陽・
月という三つの輝きを持つものとして言及されている。 自分の身体を三極化す
る瞑想を伴なうという点において， N$Aのクンダリニー ヨー ガは， 前節で述べ
たようなプラ ーナーヤーマと同じ特徴を持っている。 さらに プラーナーヤー




浄化する役割を担うのに対して， クンダリニー ヨーガは， それ自体が解脱など
をもたらすものとして， 成就法の文脈において述べられているのである22\
このことは， 外的儀礼と内的儀礼という儀礼の二つの位相の違いに由来する。




ある月のマンダラ， すなわちアー ジュニャーチャクラにおいて， もう一体のア
クラクンダリニーと合ーする。 この合ーによって， 成就が獲得される。 以上の
ような瞑想の実践は， シュリークラ派の神学理論の根幹をなす， 最高原理（ト
リプラスンダリー女神）の二つの側面であるシヴァとシャクティからの世界の
展開論に基づいて理解されている。 つまり， クラとアクラは， 世界の動的側面
であるシャクティと静的側面であるシヴァの， 個人の身体レベルにおけるあら
21) muladharasthavahn預tmatejomadhye vyavasthi面/ jivasaktil;i. 畑l).c;lal故h預 p面涸面el).a tena
sa// 「畑]).�姐と呼ばれるjivasaktiは， 彼のp両laという形をとって， mul甜証raにある火
の性質を持つ輝きの中に位置している。 (TR 30. 64) 」
22) こうしたクンダリニー ヨ ー ガの果報として， 一切知， シヴァとシャクティの合ーと
しての最高のブラフマンの認識などが述べられている。
ta曲 v姐vaprat面J;i. syat p面l).i頑m anya曲 pun曲/ n迫mdhakare bhuvanasthitivat svatman曲
sthitil;i. // ev四1 ほip. vetti yo dehe desi畑desadarsiほm I sa vetti brahma paramaip. 血血 tv血
api ca sadhak曲II (TR 30. 68-69)
(122 ) 
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われに他ならない。 それゆえに， 両者の合ーとは， 世界の原初的状態の再現，
すなわち最高女神トリプラスンダリ ーヘの帰滅を意味することになる。
このように， クラとアクラとの不ニー元的なクンダリニ ー ヨ ー ガは， シュ
リークラ派の神学概念と密接に結びついている。 そしてこの儀礼は， N�Aとい
う外的儀礼を扱うテキストの中でさえも， 解脱論的な世界観を色濃く反映して
おり， 先のプラー ナーヤー マのような純然たる外的儀礼とはいささか異なって
いる。 現にYHなどの理論的著作においてもクラとアクラのクンダリニーは述
べられており23), この儀礼が内的儀礼としての性格を強く持つことが理解され
よう。 それはこのクンダリニー ヨ ー ガが外的所作を伴わない， 全くの瞑想儀礼
であるということにも関係するのだろう。
3. クンダリニ ー ヨ ー ガとしてのプラ ー ナ ー ヤ ー マ
多くの儀礼的文脈において， プラー ナ ーヤー マとクンダリニ ー ヨ ー ガは異
なった儀礼要素として扱われる。 これに対してYHは， プラー ナ ーヤー マをあ
る種のクンダリニー ヨ ー ガとして再解釈している。
miila畑t:i-4alinIIiipe madhyame ca tatal:}. punal:}. / 
sr� 邸nmukhe ca vi§vasya sthitiliipe mah函vari // 172 // 
keval虹µn豆daliipet:i-a uttarottarayojanam / 
sabala畑rake devi 41:Iye dvad函 kala // 173 // 




23) YHでは， 後述の三元的なクンダリニー ヨ ー ガのみならず， こうした不ニー元論的
クンダリニー ヨ ーガに関する記述も見出される。





のクンダリニ ー） において， ［マン ト ラ の響きのJ 12番目の部分
(unmani)が， ［発声されるべきである］。(YH 3. 172-173)」
興味深いことに， YHのこの箇所に述べられるのは， クラ ・ アクラではなくて






このような三体のクンダリニーの観想を伴なうクンダリニー ヨ ー ガは， クラク
ンダリニーがム ーラーダーラから頭頂まで上昇してアクラクンダリニーと合一
するという先のクンダリニー ヨ ー ガとは決定的に異なっている。 この三体のク
ンダリニーは， 個人原理というよりはむしろ， 三つの種子マントラと等価なの
である。 そのことは例えば次のような記述にも現れている。
鑓sadvayanirodhena kui;ic;lafftrayamelanat / 





ここでは， 先に見たようなプラーナ ーヤ ーマと三体のクンダリニーの実践に，
24) これはん珂血andaの自著Tattvavimarsin'iからの引用である。 Padoux [1994] p.398参
照。
(124 ) 
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さらにバリ儀礼を重ね合わせて説いている。 バリ儀礼に関してここで触れる余
裕はないが， 本稿に関係する事柄に限れば， 少なくとも次の点が確認されれば





的クンダリニー ヨ ー ガにおけるクラとアクラの合ーに対応するプロセスである。
このようにYHにおいてプラー ナ ー ヤ ー マはクンダリニ ー ヨ ー ガと結びつけ
られる。 そこではクンダリニーは三体として解釈され， もはやクラ ・ アクラの
合ーというクンダリニー ヨ ー ガの基本構造は残っていない。 しかし， だからと
いって不ニー元論的な同派の理論的枠組みそのものが放棄されてしまった訳で
はない。 クラ ・ アクラの 一体化として儀礼の中に表現されていた同派の解脱論




てのプラーナ ーヤーマはクンダリニー ヨ ー ガと統合され， 内的儀礼の体系の中




の浄化を目的とする外的儀礼としてのプラー ナ ー ヤ ー マは， シヴァ ・ シャク
25)外的儀礼がクンダリニー ヨ ー ガとが統合される例として興味深いものの一つに， TR
のホー マ儀礼が挙げられるだろう。 そこでは， 解脱論的なクンダリニー ヨ ー ガを頂





































26)。 それならばクラ・アクラのクンダリニーヨ ー ガが
YHのような儀礼の内化のプロセスの中で三極化したと理解する代わりに， そ
れ以外に存在した三極的なクンダリニーの観想がここで採用されたと考えるこ
とも可能かもしれない。 ただしその場合にも， クンダリニー の上昇とその終局
における解脱というモチーフは， まさにクラ・アクラのクンダリニーヨ ー ガか
らの影響を抜きには考えられない。 その影響が直接的であるか間接的であるに
関わらず， この不ニー元論的なクンダリニーヨ ー ガは， さまざまな外的儀礼を
内的儀礼として再解釈する際に重要な概念として用いられているのである。
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P面J).ayama and Ku]).<;ialiniyoga in the Sr血la Sect 
katuyuki IDA 
There are two perspectives in the theory of Tantric ritual: bahiryiiga and antary五gd. The former 
gives an account of ritual from a practical, descriptive standpoint, and often shows inclinations 
toward bhukti. The latter approaches ritual from a nonnative point of view and is mainly a 
soteriology aimed at mtikti. Since there have been interactions between these two aspects of tantric 
ritual, I will discuss the pr, 面西iima ritual in the srfkula cult in筵kta as one example of such an 
interaction. 
First, TR and tll?a treated pn西直直ma as a bahiryiiga, the purpose of which was the purification 
of one's own body. The main characteristic of this pt互加yiima is that it was accompanied by 
meditation on the three cakras and the three bija mantras. 
YH subsequently combined this pn石加yiima with kul}efalinfyoga, which had been associated 
with their advaitic world view in the NSA, for the purpose of systematizing those rituals in a 
nonnative perspective.In doing so, YH modified the dualistic (kula, akula) kuJJefalinfyoga into a 
triadic (agni, siirya, soma) yoga in accordance with the three cakras. This modification can be 
seen as one of the effects of the interaction between the two different approaches to Tantric ritual. 
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